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平
成
17
年
か
ら
市
政
の
か
じ
取
り
を
担

い
10
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

し
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

国
は
直
面
す
る
人
口
減
少
問
題
に
取
り

組
む
た
め
、
日
本
の
現
状
と
将
来
の
姿
を

示
し
た
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦

略
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

当
市
で
も
平
成
19
年
を
ピ
ー
ク
に
、
緩

や
か
な
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
税

収
の
減
少
や
消
費
低
迷
、
労
働
力
不
足
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
低
下
な
ど
が
想

定
さ
れ
、
人
口
減
少
対
策
は
大
き
な
課
題

で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
総

合
計
画
に
掲
げ
る
都
市
像
「
希
望
都
市
・

交
流
都
市
・
成
長
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
「
定
住
人
口
の
増
加
」
「
地
域

経
済
の
活
性
化
」
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
施
策
の
重
点
と
し
て
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

定
住
人
口
の
増
加
で
は
、
ま
ち
の
魅
力

発
信
や
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
、

お
た
め
し
移
住
の
継
続
、
教
育
環
境
の
充

実
、
子
育
て
支
援
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
で
は
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
支
援
や
雇
用
対
策
の
継
続
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
今

後
の
公
共
施
設
の
在
り
方
な
ど
を
見
据
え

た
管
理
計
画
の
作
成
や
、
学
校
施
設
の
耐

震
補
強
、
老
朽
化
し
た
小
学
校
遊
具
の
修

繕
を
行
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
に
経

験
の
な
い
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
い
ま

す
。
当
市
は
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
今

日
の
礎
を
築
い
た
先
人
達
の
高
い
志
を
思

い
起
こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

素
晴
ら
し
い
人
材
や
豊
か
な
緑
、
ゆ
と

り
あ
る
住
宅
環
境
、
恵
ま
れ
た
交
通
環
境

な
ど
、
多
く
の
資
源
が
当
市
に
は
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
多
く
の
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　　
　

北
広
島
市
長　

上　

野　

正　

三

平成27年度の予算が議会で可決されました。
将来に希望が持てる「笑顔あふれるまち、着実に成長するまち」
を目指し、定住人口の増加・地域経済の活性化・安全で安心な
まちづくりを施策の重点として取り組みます。

問合せ 政策推進室企画課（☎372‒3311・内線771)

北広島のまちづくり
特集
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平
成
27
年
度
の
予
算

　

平
成
27
年
度
の
全
会
計
の
予
算
総
額
は

４
１
０
億
５
７
７
９
万
円
で
、
昨
年
度
と

比
べ
、
31
億
８
０
１
７
万
円
増
加
し
ま
し

た
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
作
成
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
の
拡
大
、
新
庁
舎
建
設
な
ど

の
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
高
齢
化
の
た
め
国
保
・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
が
増

額
、
合
葬
墓
整
備
の
た
め
霊
園
会
計
が
増

額
し
て
い
ま
す
。

会　計　名 平成27年度
当初予算額

平成26年度
当初予算額 増　減 増減率

（％）
一般会計 241億9,817万円 220億3,310万円 21億6,507万円 9.8

特
別
会
計

国民健康保険 80億5,103万円 74億3,872万円 6億1,231万円 8.2
下水道 20億4,131万円 18億9,820万円 1億4,311万円 7.5
霊園 7,180万円 5,299万円 1,881万円 35.5
介護保険 40億5,496万円 37億1,583万円 3億3,913万円 9.1
後期高齢者
医療 7億8,337万円 7億7,481万円 856万円 1.1

小計 150億0,247万円 138億8,055万円 11億2,192万円 8.1
水道事業会計 18億5,715万円 19億6,397万円 ‒1億0,682万円 ‒5.4
合計 410億5,779万円 378億7,762万円 31億8,017万円 8.4

＊千円単位以下は四捨五入などで表示しています。

＊臨時財政対策債とは、地方の財源不足を補てんするため、特例的に認められる地方債です。
　一時的に市債として発行し、後に全額が地方交付税として国から交付されます。

平成27年度一般会計の概要
総額 241億9,817万円

総額 241億9,817万円

歳入

法人市民税と固定資産
税で増加を見込みまし
た。昨年度と比べて、約
１億3,000万円増としま
した。

地方交付税の減少と、地
方消費税交付金の増加を
見込みました。昨年度と
比べて、約１億3,000万
円増としました。

建設事業債の増加、臨時
財政対策債の減少を見込
みました。昨年度と比べ
て、約５億6,000万円増
としました。

福祉関連や、保育園・
学童クラブ・子ども医
療費関連などの経費で
す。

道路や公園の整備・
修繕、除雪対策・除
雪車購入などの経費
です。

小・中学校の大規模改
修や耐震補強、西の里
ファミリー体育館改修
工事などの経費です。

新庁舎建設やマ
イナンバー制度
導入などの経費
です。

歳出

市税
74億0,869万円

国・道支出金
57億0,721万円

民生費
79億0,067万円

職員費
38億7,916万円

土木費
29億
1,168万円

公債費
24億
6,526
 万円

19億
2,855
 万円

23億
6,217
 万円

教育費
27億
5,068万円

総務費 その他

地方交付税・地方
消費税交付金など
55億6,630万円

その他
21億
4,387 
  万円

33億7,210万円
うち臨時財政対
策債＊

10億1,000万円

市債
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事業の一部を紹介します。詳しくは、市ホームページ「市役所ご案内→行政資料室→市の各種計画→総合計画
関係→北広島市総合計画（第５次）推進計画《平成27～29年度》」をご覧ください。

北広島のまちづくり　今年度の主な事業

１　定住人口の増加

地方版総合戦略の
作成

子育て世帯を応援

保育所の整備

赤ちゃんの
誕生祝い

子育て世帯への相
談支援

子ども医療費の助成

特別支援教育の推進

シティセールスの推進 ファーストマイホーム
購入支援

学童クラブの運営

移住体験の推進

人口減少問題に対応す
るため、今後５年間の
目標や施策をまとめま
す。

子育て世帯の負担軽減
のため、小学生以下の
子どもがいる世帯に対
し、子ども１人につき
５,000円の商品券を交
付します。

私立幼稚園が認定こど
も園に移行するために
必要な保育部門の増改
築費用を補助します。

子育て世帯を応援する
ため新生児１人につき
１万円の商品券を交付
します。

子育て支援センターに
相談員を配置して、子
育て世帯に情報提供・
相談・助言などを行い
ます。

通院医療費の助成対象
を小学生までに拡大し、
通院の自己負担額を軽
減します。

特別な支援を必要とす
る子どもたちに対応す
る支援員を、中学校に
１人配置します。

インターネットや雑誌
などのメディアを活用
したプロモーション活
動で、まちの魅力を発
信します。

市内に初めて住宅を購
入して定住する50歳未
満で、世帯に18歳以下
の子どもがいる方に50
万円を助成します。

東部学童クラブの移設
と、西部第二学童クラ
ブを開設します。開所
時間を延長、対象児童
を小学４年まで拡大、
指導員を増員します。

移住体験で当市の生活
や魅力について、意見
や感想を発信してもら
います。

予算額 700万円 予算額 710万円 予算額 230万円

予算額 410万円

予算額 335万円 予算額 116万円

予算額 3,500万円

予算額 2,809万円 予算額 4,569万円

予算額 5,469万円予算額 6,735万円

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規
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２　地域経済の活性化

３　安全で安心なまちづくり

プレミアム付商品
券の発行

若年層新規雇用の助成企業誘致の推進

新規就農者への経営安
定支援

住宅リフォーム支援

都市型観光の推進

観光振興事業

橋梁の長寿命化

公共施設等総合管理計
画の作成

小・中学校周辺環
境の整備

大規模改修・耐震補強

道路ストックの総点検

新庁舎の建設

学校施設（体育館）
大規模改造・非構造部
材の耐震化

除雪体制の充実

舗装の補修

西の里ファミリー体育
館の改修

地域の消費を活性化さ
せるため、プレミアム
付商品券を発行します。

市内の中小企業が行う
若年層世代の新規雇用
に対して助成します。

輪厚工業団地への積極
的な企業誘致活動を行
います。

新たに就農する方に、
農地賃借料の一部を補
助します。

住宅リフォーム費用の
一部として、最大10万
円を助成します。

集客・宿泊施設と連携
して、当市の魅力を体
験・体感できる観光事
業を推進します。

観光協会が実施する、
ふれあい雪まつり30回
記念事業に、助成しま
す。

白樺陸橋の補修工事、
中央陸橋の補修設計を
行います。

公共施設の在り方や施
設運営など、今後のま
ちづくりを見据えた管
理計画を作成します。

小学校の老朽化した遊
具の修繕を行います。

北の台小学校校舎と大
曲中学校北校舎の大規
模改修、緑陽中学校体
育館の耐震補強を実施
します。

市が維持管理する道路
施設の安全性を判断す
るため、橋や道路照明
灯を点検します。

保健センターや地域子
育て支援センターなど
を含む、複合的な新庁
舎を建設します。今年
度は本体工事に着手し
ます。

西の里・大曲中学校の
体育館大規模改造と、
つり天井などの非構造
部材の耐震化を行いま
す。

冬期間の快適で安全な
交通手段を確保するた
め、バス路線や通学路
などの除雪体制を充実
させます。

老朽化している広島輪
厚線や輪厚中の沢線、
中央通線などの道路を
補修します。

老朽化した屋根や壁面
の窓枠、暖房設備など
の改修を行います。

いつもバレーボー
ルサークルで利用
しています。改修
で、きれいになる
とサークル活動に
も弾みがつきます
ね。
オハママサークル
の皆さん

予算額 486万円 予算額 600万円

予算額 106万円予算額 100万円

予算額 841万円

予算額 866万円

予算額 50万円

予算額 1,403万円

予算額 2,007万円

予算額 1億1,140万円

予算額 6億0,998万円 予算額 8億1,202万円

予算額 5億7,487万円

予算額 2億1,438万円 予算額 3億1,607万円

予算額 1億2,000万円

予算額 1億1,682万円

新
規

新
規
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介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
全
て
の
方

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
介
護
が
必
要
と

認
定
さ
れ
た
と
き
に
は
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
し
い
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

今
後
３
年
間
の
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
。

65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
介
護

保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
な
方
の
人
数
や
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
な
ど
を
推
計
し
、
サ

ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
す
る
た
め
の
計

画
で
す
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

　

入
所
要
件

　

要
介
護
３
以
上
に
な
り
ま
す
。

＊
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
要
介
護
１
・
２
で
も
入
所
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
前
か
ら

入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
引
き
続
き

入
所
で
き
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

　

住
宅
へ
の
住
所
地
特
例
の
適
用

　

別
の
市
町
村
に
あ
る
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
入
居
す
る
場

合
、
入
居
す
る
前
に
住
ん
で
い
た
市

町
村
の
介
護
保
険
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

◆
利
用
者
負
担
割
合
の
引
き
上
げ

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
負

担
割
合
が
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
方
は
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

　
限
度
額
の
見
直
し

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負

担
と
し
て
支
払
っ
た
金
額
の
月
額
合

計
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請

す
る
と
、
超
え
た
金
額
が
払
い
戻
さ

れ
ま
す
。　

　

こ
の
利
用
者
負
担
限
度
額
の
基
準

が
追
加
さ
れ
ま
す
。

◆
食
費
・
居
住
費
の

　
負
担
額
の
見
直
し

　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
か
短
期
入

所
で
利
用
し
て
い
る
方
で
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、
申
請
す
る

と
食
費
や
居
住
費
の
負
担
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
に
は
、
預
貯
金
や
有
価
証
券

な
ど
の
資
産
も
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
申
請
す
る
と
き
に
は
、

金
額
が
分
か
る
よ
う
通
帳
な
ど
の
写

し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆総人口と65歳以上の人口の推移・推計

総人口

平成

千人

年度

人

人
60

58

18

16

14

24

60,044

14,761

25

59,717

15,570

26

59,634

16,292

27

59,003

16,687

28

58,646

17,247

29

58,289

17,805

65歳以上の人口
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対象
平成24～26年度 平成27～29年度

段階 基準額に
対する割合 年額保険料 段階 基準額に

対する割合 年額保険料

●生活保護を受給している
●老齢福祉年金を受給していて、世帯
全員が住民税非課税

第１ 45％ 20,520円
第１ 45％ 28,080円

世帯全
員が、
住民税
非課税

前年の合計所
得金額と課税
年金収入額の
合計が

80万円以下 第２ 50％ 22,800円
80万円を超え
120万円以下

軽減
第３ 62.5％ 28,500円 第２ 60％ 37,440円

120万円を超える 第３ 75％ 34,200円 第３ 75％ 46,800円
本人だ
けが、
住民税
非課税

前年の合計所
得金額と課税
年金収入額の
合計が

80万円以下 軽減
第４ 87.5％ 39,900円 第４ 85％ 53,040円

80万円を超える 第４ 100％
(基準額)

45,600円
（月額3,800円）第５

100％
(基準額)

62,400円
（月額5,200円）

本人が
住民税
課税

前年の合計所
得金額が

120万円未満
第５ 125％ 57,000円

第６ 120％ 74,880円
120万円以上
200万円未満 第７ 130％ 81,120円

200万円以上
350万円未満 第６ 150％ 68,400円 第８ 150％ 93,600円

350万円以上
500万円未満 第７ 165％ 75,240円 第９ 165％ 102,960円

500万円以上 第８ 180％ 82,080円 第10 180％ 112,320円

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
、
原
則

と
し
て
１
割
を
本
人
が
負
担
し
、
残
り
の

９
割
は
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
32
億
８
０
０
０
万
円

を
支
払
い
ま
し
た
。
27
年
度
以
降
も
増
加

し
、
29
年
度
に
は
、
39
億
３
０
０
０
万
円

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
は
、
平
成
27
〜
29
年
度
の
３
年
間

で
す
。
「
団
塊
の
世
代
」
が
75
歳
以
上
に

な
る
37
年
度
ま
で
の
長
期
目
標
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
将
来
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
人
数
や
利
用
量
、
必
要
な
基
盤
整

備
な
ど
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。

65歳以上の人口
◆65歳以上の人口と要介護認定者数の推移・推計

平成

千人

年度

人

人18

16

14

 3

 4

 2

24

14,761

2,659

25

15,570

2,866

26

16,292

2,993

27

16,687

3,152

28

17,247

3,294

29

17,805

3,437

要介護認定者数

２月に、西の里サロンがプレオープンしました。高齢
者の介護予防や交流の場として、月１回開催します。

　

今
後
も
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
は
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
平

成
24
〜
26
年
度
は
介
護
保
険
の
財
源
が
不

足
し
、
北
海
道
か
ら
の
借
入
金
が
生
じ
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
12
年
間
据
え
置
い
て

き
た
65
歳
以
上
の
保
険
料
基
準
額
を
、
月

額
５
２
０
０
円
と
し
ま
す
。
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絵
を
描
こ
う

　

夕
張
市
生
ま
れ
の
伊
藤
さ
ん
。
大
学

時
代
か
ら
道
展
に
入
選
し
て
い
た
が
、

絵
を
描
く
の
は
そ
れ
ほ
ど
好
き
で
は
な

か
っ
た
。
本
を
読
む
の
が
好
き
で
絵
本

作
家
が
夢
だ
っ
た
。
仕
事
に
熱
中
し
、

真
剣
に
絵
に
向
か
わ
な
い
時
期
が
あ
っ

た
。
30
歳
を
過
ぎ
、
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
か
悩
ん
だ
末
「
や
っ
ぱ
り
絵
を
描
こ

う
」
と
思
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
三
井
美

唄
炭
鉱
が
閉
山
。
が
れ
き
の
山
に
な
っ

た
景
色
を
見
て
、
記
録
に
残
そ
う
と
思

い
夢
中
で
白
黒
の
絵
を
描
い
た
。

　

中
学
校
の
教
師
だ
っ
た
た
め
文
化
祭

の
準
備
と
、
自
身
の
展
覧
会
が
重
な
る

な
ど
多
忙
だ
っ
た
。
で
も
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
活
動
を
理
解
し

て
く
れ
感
謝
し
て
い
る
。定
年
退
職
し
、

こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
に
入
院
。
現
在

は
元
気
に
創
作
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
　

祈
り
の
気
持
ち

　　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
。
「
震
災
が
あ
っ
た
年
に
初
め

て
被
災
地
に
行
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
の

衝
撃
に
ス
ケ
ッ
チ
も
で
き
ず
、
カ
メ
ラ

も
向
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
」
と
語

る
。
再
び
訪
れ
た
と
き
、
絵
を
描
き
込

ん
だ
。
海
岸
沿
い
に
１
軒
だ
け
残
っ
た

理
髪
店
。
１
・
２
階
は
津
波
で
ズ
タ
ズ

タ
だ
っ
た
が
、
３
階
に
は
明
か
り
が
つ

い
て
い
た
。
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
も
く
る
く

る
回
っ
て
い
て
営
業
し
て
い
た
。
絵
の

タ
イ
ト
ル
も
「
営
業
中
」。
印
象
的
な
油

彩
画
だ
。

　

震
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
個
展
を
東
京

で
催
し
た
と
き
「
ふ
る
さ
と
を
美
し
く

描
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
被
災

地
の
画
家
か
ら
感
謝
さ
れ
た
。
炭
鉱
が

閉
山
し
た
ふ
る
さ
と
と
被
災
地
は
、
重

な
る
部
分
が
多
い
。
こ
れ
か
ら
ど
う
変

わ
っ
て
い
く
の
か
見
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
被
災
地
を
描
い
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　
　

北
海
道
を
描
き
た
い

　

岬
や
灯
台
が
好
き
な
伊
藤
さ
ん
。
大

好
き
な
北
海
道
を
み
ん
な
と
違
う
視
点

で
描
き
た
い
。
「
空
か
ら
岬
を
見
た
ら

ど
う
見
え
る
か
な
？　

と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
小
型
飛
行
機
に
乗
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
り
し
て

い
る
ん
で
す
」
と
少
年
の
よ
う
な
キ
ラ

キ
ラ
し
た
目
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
　

北
広
島
に
住
ん
で

　

昭
和
50
年
か
ら
北
広
島
に
住
ん
で
い

る
。
父
が
剣
道
の
指
導
で
活
躍
す
る
場

だ
っ
た
の
で
、
伊
藤
さ
ん
は
主
に
恵
庭

や
江
別
、
札
幌
で
活
動
し
て
い
た
。
北

広
島
は
素
晴
ら
し
い
自
然
や
景
色
に
恵

ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
何
か

形
に
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

大
学
生
な
ど
の
若
い
人
た
ち
に
伝
え

た
り
、
教
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

の
か
聞
い
て
み
た
。
「
気
付
い
た
こ
と

を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

常
に
競
争
相
手
で
す
。
ま
だ
や
り
た
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
伸
び
代
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
若
者
に
は
負
け
ま
せ
ん

よ
」
と
笑
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
活
躍
が
楽
し
み
だ
。

１軒だけ残った理髪店「営業中」 人影が、ドキッとする「ぼくの海」
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いとう・こうえつ
東共栄在住。
夕張市生まれ。中学校の美術教諭
として勤める傍ら、道展や二紀展
などで何度も受賞した。現在、二
紀会委員や道展会員、日本美術家
連盟会員として若い芸術家へアド
バイスするほか、個展も開いてい
る。また、道都大学で非常勤講師
を務めたり、絵画を目指す方に美
術セミナーを行ったりしている。

画家

伊藤　光悦 さん

祈りの気持ちで…



校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
野
球
部
の

皆
さ
ん
が
『
書
い
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
』
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
載
せ
て
く

れ
て
感
激
し
ま
し
た
」
と
、
う
れ
し

そ
う
。

　

市
内
外
で
幅
広
く
活
動
し
て
い
る

書
道
部
。
商
業
施
設
な
ど
で
音
楽
に

合
わ
せ
て
書
道
を
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
、
す
っ
か
り
定
着
。
「
感
動

し
ま
し
た
」
と
観
客
に
声
を
掛
け
ら

れ
る
場
面
も
あ
る
そ
う
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
森
に
書
を
飾
る
校
外
展
は
同
校
な

ら
で
は
。
訪
れ
る
人
に
書
と
自
然
の
調
和

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
毎
年
開
い
て
い
ま

す
。
「
書
を
見
て
心
落
ち
着
く
時
間
を
過

ご
し
て
も
ら
え
た
ら
」
と
池
田
さ
ん
。

　

３
月
に
定
年
を
迎
え
た
顧
問
の
石
原
先

生
は
「
書
を
通
し
て
、
熱
く
燃
え
る
高
校

時
代
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
部
員
た
ち
に

言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
目
標
は
、
書
の
甲
子
園
で
全

国
優
勝
す
る
こ
と
、
３
年
全
員
で
大
作
を

つ
く
る
こ
と
、
な
ど
な
ど
。

　

先
生
の
教
え
を
胸
に
、
情
熱
あ
ふ
れ
る

作
品
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

東部小学校６年
加藤槇斗さん
（児童会長）

にこっと笑顔で
あいさつを

３校合同あいさつ運動に取り組む

　

ぼ
く
た
ち
書
記
局
は
、
「
い
じ
め
無
し
・
つ
な
が

り
を
深
め
る
楽
し
い
学
校
に
す
る
！
」
を
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
１
月
に
東
部
中
学
校
・
北
の
台
小

学
校
と
３
校
同
時
の
あ
い
さ
つ
運
動
「
に
こ
っ
と
お

は
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
３
月

に
は
第
４
弾
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
あ
い
さ
つ
が
い
い
人
に
シ
ー
ル
を
渡
す

と
い
う
企
画
で
す
。

　

以
前
は
あ
い
さ
つ
を
す
る
人
が
決
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
企
画
が
始
ま
っ
て
か
ら
児
童
全
員
の
あ
い
さ

つ
が
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
い
さ
つ
を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

校内に展示されている
書の甲子園の入賞作

　

３
月
21
日
に
阪
神
甲
子
園
球
場
で
開
幕

し
た
選
抜
高
校
野
球
大
会
。
北
海
道
代
表

の
東
海
大
四
高
校
な
ど
３
校
の
プ
ラ
カ
ー

ド
の
校
名
を
書
い
た
の
が
北
広
島
高
校
書

道
部
の
皆
さ
ん
。
平
成
26
年
度
の
国
際
高

校
生
選
抜
書
展
（
書
の
甲
子
園
）
で
、
全

国
準
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
与
え
ら
れ
た
栄

誉
で
す
。

　

「
東
海
大
四
」
を
担
当
し
た
副
部
長
の

谷
脇
知
佳
さ
ん
は
「
全
国
の
皆
さ
ん
に
広

大
な
北
海
道
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

堂
々
と
し
た
書
に
仕
上
げ
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。
和
歌
山
県
の
「
桐
蔭
」
を
書

い
た
部
長
の
池
田
瑞
穂
さ
ん
は
「
桐
蔭
高

NO.96
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皆さん、もう気付きましたか？　
今月から広報北広島が変わりま
した。

誰もが読みやすいよう、紙面全体を通して文字を大きく
しました。

このページが、きたひろトピックスです。これまで「お
知らせ」ページに掲載していた記事のうち、特に重要な
ものや、詳しいご案内が必要なものをまとめています。
まとめることで、より分かりやすく説明できるようにな
りました。

記事を見つけやすくする
ため、見出しのデザイン
を変えました。

問合せ　政策広報課（内線774）
生
活

地域での消費拡大と活性化のため、プレミアム付商品券
を発行します。
＊市内の参加店限定で使用できます。
＊参加店は、今後募集します。

内容　１冊13枚綴り
　　　●共通券　1,000円券×11枚＝11,000円分
　　　●小規模店限定券　500円×２枚＝1,000円分
＊１世帯２冊まで購入できます（単身世帯は１冊）。

生
活 問合せ　商業労働課（内線625）

６月中旬に、市内全世帯に引換券を送付します。
販売開始　６月下旬（予定）
＊指定の会場（未定）で販売します。引換券に現金を添
えて購入してください。
販売価格　１万円
使用期間　７月１日㈬～12月31日㈭（予定）
＊期間が過ぎると、使用できません。
＊詳しくは、本紙や市ホームページでお知らせします。

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
総
務
課

普
通
救
命

対
象

　
市
内
に
お

学
し
て
い
る
中
学

表紙では、市内のイベントや季
節が感じられる写真を掲載して
います。皆さんの生き生きとし
た様子がより伝わるよう、写真
を大きくしました。

今までは、市の木・カエデのデザインが紙
面を飾っていました。これに替えて、当市
に縁のあるクラーク博士のデザ
インを取り入れました。

また、寒地稲作発祥の地であることから、稲
のイラストも用いています。いろいろなとこ
ろに隠れているので、探してみてくださいね。

これからも、分かりやすく、親しみや
すい広報紙作りを心掛けていきます。
取り上げてほしいイベントや、地域で
活躍している方の情報など、気軽にご
連絡ください。

新たな北広島市民の誕生を祝福する、赤ちゃんすくすく
応援事業が始まります。
市内の参加店限定で使用できる商品券を贈呈します。

内容　赤ちゃんすくすく応援商品券
　　　●1,000円券×10枚＝１万円分

７月からの予定で、出生届の提出のときにお渡しします。
４月～６月に届け出をした方は、個別にご連絡します。
使用期間　７月１日㈬～平
成28年２月29日㈪（予定）
＊期間が過ぎると、使用で
きません。
＊詳しくは、本紙や市ホー
ムページでお知らせします。

子
て
育

問合せ　企画課（内線685）
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◆選挙公報
道知事・道議会議員選挙は４月10日までに、市議
会議員選挙は４月24日までに戸別配布します。

　４月12日㈰　午前７時～午後８時

　４月26日㈰　午前７時～午後８時

投票区 投票所 投票所の区域
第１ 東部小学校講堂

（中央４丁目4）
中の沢、中央、美沢

第２ 北の里会館（北の里345‒6）北の里、西の里の一部
第３ 西の里ファミリー体育館

（西の里南１丁目2-3）
西の里、西の里北・東・南、
虹ヶ丘

第４ 富ケ岡会館
（新富町東２丁目3-7）

富ヶ岡、新富町西・東、南の里

第５ 輪厚児童体育館
（輪厚中央４丁目12-19）

輪厚、輪厚中央、輪厚元町、
輪厚工業団地、島松、三島、
希望ヶ丘、仁別の一部

第６ 大曲ファミリー体育館
（大曲中央２丁目4-3）

大曲の一部（国道36号から西）、
大曲南ヶ丘、大曲中央、大曲
工業団地、大曲幸町、大曲柏
葉１丁目1‒1

第７ 仁別集会所（仁別361-2） 仁別
第８ 広葉中学校講堂

（広葉町５丁目1）
広葉町、栄町、輝美町、北進町

第９ 北の台小学校講堂
（共栄町４丁目6-1）

共栄町、共栄の一部（輪厚川
用水路から西）

第10 双葉小学校講堂
（若葉町３丁目12）

若葉町、南町、青葉町、白樺町

第11 緑ヶ丘小学校講堂
（高台町２丁目1）

高台町、里見町、泉町

第12 緑陽中学校ランチルーム
（緑陽町３丁目4）

緑陽町、松葉町、山手町

第13 大曲東小学校講堂
（大曲光２丁目8）

大曲緑ヶ丘２～７丁目、大曲
光、大曲並木

第14 北広島東記念館
（朝日町５丁目1‒2）

東の里、稲穂町西・東、朝日
町、中の沢の一部

第15 大曲小学校講堂
（大曲柏葉２丁目14‒6）

大曲柏葉（１丁目1‒1を除く）、
大曲末広５～７丁目、大曲の
一部（大曲小学校区のうち国
道36号から東）

第16 東部中学校多目的ホール
（美咲き野１丁目12-1）

東共栄、美咲き野、共栄の一
部（輪厚川用水路から東）

第17 ふれあい学習センター（
夢プラザ）多目的ホール
（大曲370-2）

大曲末広１～４丁目、大曲緑
ヶ丘１丁目、大曲の一部（大
曲東小学校区）、西の里1097

◆期日前投票
期間　
●道知事選挙＝３月27日㈮～４月11日㈯
●道議会議員選挙＝４月４日㈯～11日㈯
●市議会議員選挙＝４月20日㈪～25日㈯
時間　午前８時30分～午後８時
会場　中央会館（市役所隣）

日程 会場
４月５日㈰・
　　24日㈮

大曲会館
（大曲中央２丁目4-5）

４月10日㈮・
    23日㈭

農民研修センター
（輪厚中央４丁目12‒17）

４月11日㈯・
    25日㈯

西の里会館
（西の里南１丁目2-2）

〈大曲・西部・西の里地区特設会場〉

時間　午前９時～午後７時

５月１日以降に求人を開始し、12月31日までに雇用した
中小企業に、若年層新規雇用助成金を交付します。

対象となる事業所
●市内に事業所・事務所があり、継続して１年以上事業
を実施している
●北広島市企業立地促進条例に基づく奨励金の交付を受
けていない　
●２期連続で赤字でないか、債務超過ではない
●労働基準法や雇用保険法、厚生年金保険法などの労働
関係法令を遵守しているなど

対象となる雇用契約
●雇用保険の被保険者として雇用する
●雇用する期間に定めがないなど
対象となる労働者
●35歳未満で市内にお住まいか、雇用
後、市内に転入するなど

問合せ　選挙管理委員会事務局（内線6890）
生
活

生
活 問合せ　商業労働課（内線857）

◆禁止されている選挙運動
●選挙運動の目的で戸別訪問をすること　●選挙
に関し署名運動をすること　●選挙運動に関し飲
食物を提供することなど

５月１日から、所定の申請書で商業労働課
＊詳しくは、市ホームページ「産業・ビジネス→融資制
度・助成制度」をご覧ください。
＊予算額に達したら締め切ります。
＊助成金の交付は、１事業所当たり３人までです。

◆開票
投票日の午後９時から総合体育館で行います。参
観を希望する方は、会場で申し込んでください。
＊開票速報は、総合体育館の玄関に掲示します。
市ホームページからもご覧になれます。電話での
問い合わせは受け付けません｡
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平成27年度の予定は、右表のとおりです。
＊実施時期は変更することがあります。
詳しくは、各担当課にお問い合わせくだ
さい。

市民の皆さんが、北広島市に対する思い
を自由に語り合う新しい会議です。
市内にお住まいの方から無作為に抽出し
た1,000人のうち、参加を希望した方約
30人に集まってもらい、開催します。
市民の皆さんからの率直な意見をいただ
き、今後のまちづくりに反映していきま
す。
日程　４月18日㈯・19日㈰
＊参加者の選出は、３月中に終了してい
ます。

政策などの名称／担当課 市民参加の方法 予定時期

第５次総合計画の見直し
／企画課（内線771）

総合計画推進委員会 ４月から
きたひろしま市民会議 ４月
パブリックコメント 12月

2016推進計画の作成
／企画課（内線771）

総合計画推進委員会 ４月から
パブリックコメント 12月

公共施設等総合管理計画の作成
／企画課（内線685）

（仮称）公共施設等総合
管理計画市民検討会議 ８月から

（仮称）まち・ひと・しごと創生総合
戦略の作成　　　／企画課（内線685）

（仮称）総合戦略推進会議 ８月から
パブリックコメント 12月

配偶者等からの暴力の防止及び被害者
の支援に関する基本計画の作成

／政策広報課（内線841）

男女共同参画推進委員会 ６月から

パブリックコメント 12月
平成28年度当初予算の作成

／財政課（内線626）パブリックコメント 12月

土地利用計画制度の見直し
／都市計画課（内線762）

都市計画審議会 ４月から
市民説明会 ５月
パブリックコメント ５月

霊園の設置及び管理に関する条例及び
規則の一部改正　／環境課（内線844）パブリックコメント ４月

第１期国民健康保険データヘルス計画
の作成　　　／保険年金課（内線658）

国民健康保険運営協議会 ５月から
パブリックコメント ９月

農業振興地域整備計画の変更
／農政課（内線850）パブリックコメント 12月

世帯区分 １歳 ２～17歳
生活保護世帯、
ひとり親で住民税非課税世帯 無料

住民税非課税世帯、
ひとり親で住民税課税世帯、
養育者世帯

1,100円 1,000円

その他の世帯 5,350円 2,750円
＊例えば、預かる期間が４月１日～３日の場合は３日分
の料金が掛かります。

市内の児童養護施設で預かります。預ける日の３日前ま
でに申し込んでください。
対象　１～17歳
利用期間　原則７日間以内
料金（日額）

世帯区分 生活援助 子育て支援
１時間 １時間 ２人以上

生活保護世帯、
住民税非課税世帯 無料 無料

児童扶養手当支給
水準世帯 150円 70円 １人につき、左

記金額の２分の
１を加算その他の世帯 300円 150円

家庭生活支援員が支援します。３日前までに申し込んで
ください。
◆生活援助
場所　利用者の自宅
内容　子どもの預かりや食事の世話、
住宅の清掃など
＊利用は、１時間以上からです。
◆子育て支援
場所　家庭生活支援員の自宅
内容　子どもの預かり
＊利用は、２時間以上からです。
◆共通事項
対象　一時的に支援が必要なひとり親世帯
利用日数・時間　午前８時～午後８時の８時間以内で、
原則月５日以内
料金

市内の児童養護施設で預かります。預ける日の３日前ま
でに申し込んでください。
対象年齢　１～17歳
利用期間・時間　おおむね午後４時～９時で１カ月以内
料金（日額）
●生活保護世帯・住民税非課税世帯＝無料
●その他の世帯＝１日500円
＊宿泊はできません。

＊いずれも、家庭生活支援員の交通費（実費相当額）が
掛かります。

参加
市民

問合せ　政策広報課（内線841）

子
て
育

問合せ　児童家庭課（内線666）
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年齢制限はありません。
小・中学生でもＯＫ

市民政策提案は、市の政策などについて具体的な意見を
提案できる制度です。皆さんの知識やアイデアを生かし
て市政に参加しませんか。
条件
●提案者を含む市民10人以上の署名がある
●市民参加条例第５条第２項の第１～５号に該当しない
＊軽易なものや緊急を要するもの、市の内部事務処理に
関するもの、法令の規定で実施の基準が定められている
ものなどは提案できません。

今年度から必要になりました。忘れずに
お持ちください。

　平成28年２月29日㈪まで

直接、健康推進課か各出張所、団地住民
センター、エルフィンパーク 
＊郵便、電話での申し込みは受け付けま
せん。 　
＊申し込み後、受診券を送付します。自
分で受診する医療機関に予約してくださ
い。当日は、受診券を必ずお持ちくださ
い。

検診の種類 対象（年齢は
受診日現在）

受診できる
医療機関

受診料（自己負担額）
住民税
課税世帯

非課税世帯
か70歳以上

乳がん
（視触診とマ
ンモグラフィ
ー）

40歳以上で平成
26年度未受診の
女性
（２年に１回）

対がん協会、
結核予防会、
北広島病院

1,600円 500円

子宮がん
（けい部）

20歳以上で平成
26年度未受診の
女性
（２年に１回）

対がん協会、
結核予防会、
みよしレディ
ースクリニック

1,500円 500円

大腸がん
（便の検査） 40歳以上

対がん協会、
結核予防会、
市内の医療機
関＊

700円 200円

胃がん
（胃バリウム） 35歳以上

対がん協会、
結核予防会

1,500円 500円

肺がん
（胸部レント
ゲン） 40歳以上

40～64歳＝
400円

65歳以上＝
無料

40～64歳＝
100円

65歳以上＝
無料

前立腺がん
（血液検査）

40歳以上で平成
26年度未受診の
男性
（２年に１回）

600円 200円

骨粗しょう症
（腕のＸ線）

40・45・50・55・
60・65・70歳の
女性

300円 100円

エキノコック
ス症 小学３年以上 無料

　平成28年３月31日㈭まで

＊市内の医療機関…Ｈ・Ｎ・メディック北広島、大曲ファミリークリニック、
川島内科クリニック、北の台クリニック、北広島中央クリニック、
北広島病院、北広島緑ヶ丘内科、きたひろ内科呼吸器科、久
保外科胃腸科、広葉クリニック、さいとうクリニック、高台
内科クリニック、道央病院、北進内科胃腸科クリニック、よ
しき内科消化器クリニック、輪厚三愛病院

提出方法
市民政策提案書と市民政策提案者署名簿を提出してくだ
さい。
◆提案書に記載すること
●市政の現状と課題　●提案する意見の内容　●期待さ
れる効果など
＊提案書と署名簿の様式は、政策広報課と各出張所、団
地住民センター、エルフィンパーク、図書館、
東記念館、夢プラザにあります。市ホームペ
ージ「申請書ダウンロード→政策広報課」か
らも印刷できます。

◆対がん協会の送迎バス検診　　
　６月に実施されます。
◆30歳代健診、国保の特定健診、国保30
歳代健診、後期高齢者健診、肝炎ウイル
ス検診
　６月から受診できます。
＊いずれも、詳しくは本紙５月１日号で
お知らせします。
◆循環器健診
　６月から受診できます。
＊生活保護世帯が対象です。詳しくは、
本紙６月１日号でお知らせします。

参加
市民

問合せ　政策広報課（内線841）

保
健 問合せ　健康推進課（内線807）

◆提出された提案は
提案は、さまざまな観点から検討します。
原則として、提案を受けた日から90日以内に結果を回答・
公表します。
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